







その他のタイトル The Change Process of the Normal School System
















2. 整備・確立JOjC 1881 (1明治14) ~1911 (明治44)年〕における制度とカリキュラム
































































こうしたなかで文政審議会は， 1924 (大正13)年， 1926 (大正15)年， 1930 (昭和 5)年の 3
度にわたって姉範教育に1*1する改革案を諮拘され，審議が交わされた。(1)
このうち最初の答申は次のような内容であった。













流J<7)を占め， _Lf品の議拘案は認!なされた。しかし， r伝統的な nllîa(~教育に対する批判は， IH:論
の動向の変化もあって，先のl臨時教育会議における情況とは呉った趨勢をぷすに云っていた!(品)
のである。






i J. fJil範学校ノ第二部ノ鋒業年限ヲ 2~ドトナスコト
2. 師範学校ニハ文 t'm大l::~ノ認 l司ヲ受ケ第 .m~又ハ第二部ノーヲ置カザ、ルヲ得シムルコト
3. 在ノ旨趣に依りr:，!i範学校ノ学科深紅ヲ改善スルコト」
これは，第二部の修業年限を 1ヶ年延長し，さらに第二部だけの単独設置も認めるというもの
である O 第一部の十IIJ充を I~ll杓とする副次的位置づけにあった従来の第二部を，第一部と同等の，
師範学校の本体としてflIJ度 i二位置づけるものであった。
この変更は， 1"第二部卒業者の増加にともなって， これに分な rili範訓練』を行なうた






この答申の直後， 1931 (1昭和 6)年 1月には， これに基づいて師範学校規程が改正ーされた。こ
こにおいて，仁1:1等教育修了後に位置づく本科第二部は 2ヶ年に延長され，その単独設置も認めら
れることとなり，いよいよ専門学校程度への昇格に向けての基礎が形作られたのである。また，
これに従って何年 3 月，師範学校教授安 I~l も改正された。
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2. 1931 (昭和 6)年「師範学校規程J及び「師範学校教授要目J改正
大iI.Jtrjの改革論議のなかで， 1925 (大正14)年に部範学校規程が改正され，本科第一部を 5年
ftiljとして予備不!を廃止し専攻科を設置するというmlj度改変が行われた。そして文政審議会の審
議を経て， I昭和16年 l月に師範学校規程の改正が行われた。制度上の改正点は， 1本科ハ之ヲ第
一部及第二f5sトス但シ文部大臣ノ認可ヲ受ケ其ノーヲ置カサルコトヲ得J(第2条)， 1本科第二
部ノ修業年限ハ 2{I~ トス J (第4条)であるO
ここに，第一部と第二部を同等に師範学校の本体として位置づけ， しかも第二部を単独で設置
することも認めることとなり，その修業年限が2ヶ年となった。







表 1 1 ，表 1-2 には，本科第一及び第二部の男子のみに限って，各学科 l~l の~毎の II寺数を
示している。 前五百(本誌第16巻所収)の表4-1， 4 -2 (1明治40年!l寺)によとして最も顕著な違
いは， 1 i:1~告Ij及び経済j に代わる「公民科」の新設と「増課科目j の設定である O














だ-j己-・ 科 第 i学年 第 2学年 第 3学年 第 4学年 第 5学年
修身 l 2 2 2 8 
公民科 2 2 4 
教育 4 5 1 
基 i国語漢文 6 6 4 4 25 
歴史
16 本 l地理
英語 4 12 
l 数学 3 14 
科 1 fMl科 18 
実業 2 8 
!3 1 図面 12 手工
音楽 2 2 7 
体操 D 5 5 4 4 23 
|基本科目総H寺数 | 34 34 34 28 28 158 
i童話漢文 「一一 2-4 2-4 12 
歴史 2-4 2-4 12 
増 i地理 2-4 2四4 12 
フ・山1王"五口 2-4 2-4 12 
山主:Z'二A子U 2-4 2-4 12 
諜 i滋1博物 2-4 2-:1 12 
科物理化学 2-4 2-4 12 
科 i実業 2-4 2-4 12 
図面 2-4 2-4 12 
手工 2-4 2-4 12 
|ヨ!音楽 2-1 2-4 12 
l 増ツ課ベ科キ総目時ニ充数 6 6 12 




寸一一生4 第 1学年 第 2学年 計
修身
公民科 1 1 2 
き主 教育 6 6 12 
国語漢文 2 2 4 
本
歴史 2 2 4 地理
数学 ? 2 4 
科 理科 2 2 4 
実業 2 2 4 
図画 2 2 4 自 手工
音楽 2 2 4 
体操 3 3 6 
基本科目総時数 26 26 52 
[;rn語漢文 2-1 2-4 
歴史 2-4 2-4 
士普 地理 2-4 2-4 
英語 2-4 2-4 
諜
数学 2-4 2-4 












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1933 (Il併18) "j.'-6 月 東洋文化学会「教育制度改革案J




















錬成の道場とすることが考えられjC14l ている O また，審議過程で決定された Iniliflii:i教育ニ関スル
要綱J(1938~:1三 11)=1)は，改革の方針として， 11 師範学校ハ道府県立トシ，国民学校ノ教員ヲ

































































表 3 r師範学校規程」改正(1943 (昭和18)年〕に規定された学科及び授業時間配当
(第 1号表に基づく)
教科科目 毎 過 授 業 I!寺 数第 1学年 第 2学年 分k内昔守 3 学年
|翠
修身公民 2 2 4 8 哲学
民 国語漢文 4 2 2 8 
不} 歴史 3 2 2 7 i世直!
教育科
教育 2 2 3 教 7 
基 心盟 3 2 7 衛生
本
理字数↓ 
数学 2 2 コ円白 5 
物象
生物
5 3 3 1 
教
実科業 農業工業 3 3 3 実 9 商業水産
科
体練科
教練 2 2 2 6 
体操 J 4 4 4 収 12 武道




図画 3 3 3 9 工作
基n寺本数教科ニ充ツベキ 36 30 30 凡ソ12週 96 
国民科 3-6 3-6 
選 教育科 3司6 3-6 
理数科 3-6 3-6 
{産 実業科 3-6 3-6 
体錬科 3-6 3-6 
教 芸能科 3-6 3-6 
科
外国語科 3-6 3-6 
選ベ修キ教1寺科数ニ充ツ 6 6 12 
{彦 練 4 4 4 12 

























































( 1 )以下，同審議会の答申の引用文は，海後宗臣編， r臨時教育会議の研究J，東京大学出版会， 1960年，
による。
( 2 )海後宗i主編，注(1)， 612~613頁
( 3 )阿部彰著， r文政審議会の研究j，風間書房， 1970年， 114~ 145頁
( 1 )文部省， r学f!iIJI~I:q二史j，帝国地方行政学会， 1972年， 500~503頁
( 5) I主!立教育研究所編， r日本近代教育百年史』第5巻，文HJ3堂， 1974年， 614~616真
( 6 )国立教育研究所編，注(5)， 615~616頁
(7) IJ~I立教育研究所編，注(5) ， 617頁
( 8 )国立教育研究所編，注(5)，617頁
( 9 )国立教育研究所編，注(5)， 620~621 頁
(10)国立教育研究所編，注(5)， 621頁




































程①一一-J (1990年同月 5日，上越教育大学〉の配布資料 i資料編」の一部を加筆・修正したもので，
戦後教育刷新委員会における教員養成制度改革論議を整理・考察するにあたっての前提的基礎作業とし
て位置づくものである。なお，開発表の一部は，北神正行・榊掠禎宏「新首ilJ大学発足時における f教育
学部』構想、の展開一-5大学を事例として一一Jr教育行財政研究J第18号(関西教育行政学会)， 1991 
年4月， pp.1-16，として公刊されているので併せて参照されたい。
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